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80045 2008/
03/25

71075 HIV感染、C
型肝炎、B
型肝炎

第31回日本血液事業学
会総会　2007年10月 3-5
日 シンポジウム4-2

日本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策の取り組みと感染症リスクにつ
いて報告する。平成16年から18年までの3年間に全国の医療機関から日赤血液
センターに報告された輸血関連感染症（疑い症例を含む）の報告数は749例で
あった。日赤の安全対策の実施によりHBV、HCV及びHIVの感染リスクは減少
し、安全性は高くなった。しかし、HCV及びHIVも含め遡及調査の実施により確認
された感染症例も少なくない。感染拡大を防止するための安全対策を引き続き
講じていく必要がある。

感染 第 回 本血液事業学 本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策 取り組 と感染症リ クに感染 第 回 本血液事業学 本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策 取り組 と感染症リ クに感染 第 回 本血液事業学 に同じ感染 第 回 本血液事業学 に同じ感染 第 回 本血液事業学 本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策 取り組 と感染症リ クに感染 第 回 本血液事業学 に同じ感染 第 回 本血液事業学 に同じ感染 第 回 本血液事業学 に同じ80045 2008/
03/25

71075 ＨＴＬＶ American Society of
Hematology 2007年12月
8-11日

1999年1月～2006年12月に長崎で献血を行った初回献血者の年齢別、出生年
別および期間別HTLV-1血清陽性率の傾向分析を行った。血清陽性率は年齢が
高くなるにつれ有意に増加した。また1987～1990年に生まれた献血者では1985
～1986年に生まれた献血者と比較して有意に低かった。ウイルスキャリアの母
親の授乳を避ける事を指導した県の対応が陽性率の低下に貢献していることが
示された。
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年 月 年 月に長崎 献血を行 た初回献血者 年齢別 出生年年 月 年 月に長崎 献血を行 た初回献血者 年齢別 出生年に同じに同じ年 月 年 月に長崎 献血を行 た初回献血者 年齢別 出生年に同じに同じに同じ年 月 年 月に長崎 献血を行 た初回献血者 年齢別 出生年80100 2008/
05/30

80207 インフルエン
ザ

AABB Weekly Report
2008年2月29日

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの作業部会は、パンデミッ
ク時に供血間隔の例外的な取り扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を
送付した。パンデミック時には適格な供血者数が制限されることが予想されるた
め、全血および赤血球採取の間隔を短くすることが最も有効であるとしている。
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80059 2008/
04/22

80083 インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis 2007;
13: 1865-1870

カナダの共同農場で生活していた7ヶ月齢の乳児から、A/Canada/1158/2006と
名づけられたブタインフルエンザAウイルス(H3N2)が単離された。この農場のメン
バー90名の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったところ、54名中
9名が陽性であった。また、ブタ10頭のうち1頭で血清陽性が明らかになった。ブ
タインフルエンザウイルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する形に適応または
交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一環として養豚者の定期的
サーベイランスを検討すべきである。
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イ に同じイ に同じイ カナダ 共同農場 生活し た 月齢 乳児から とイ に同じイ に同じイ に同じイ カナダ 共同農場 生活し た 月齢 乳児から と80069 2008/
04/24

80108 ウイルス感
染

AIDS Res Hum
Retroviruses 2007; 23:
1330-1337

Simian Foamy Virus (SFV)感染した男性7名を長期間追跡調査した。男性は非ヒ
ト霊長類と接触する職業であった。男性の全ての末梢血単核球(PBMC)からプロ
ウイルスDNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されることもあった。長期
間（中央値20年）の性的曝露にかかわらず妻たちは陰性であった。特異的な臨
床症状は報告されなかった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒト-
ヒト感染を特定できなかった。
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ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 ( )感染した男性 名を長期間追跡調査した 男性は非ウイ 感 に同じウイ 感 ( )感染した男性 名を長期間追跡調査した 男性は非ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じ80045 2008/
03/25

71075 ウイルス感
染

CDC Press Release 2007
年8月22日

米国疾病対策予防センター（CDC）と協力施設の科学者がよく見られるアフリカフ
ルーツコウモリの一種でマールブルグウイルス感染を特定することに初めて成
功した。マールブルグウイルスは、ヒトや霊長類に重篤で死に至ることも多い出
血熱を引き起こす。コウモリがマールブルグウイルスを保有することが疑われて
いたが、証拠はなかった。この研究結果はPlos ONEに掲載された。この研究は、
マールブルグウイルスの伝播についてより理解し、ヒトにおける感染拡大を予
防・減少させる助力になると思われる。

ウイ 感 米国疾病対策予防セ タ （ ）と協力施設 科学者がよく見られる リカ80045 2008/
03/25

71075 ウイルス感
染

CDC/MMWR 2007;
56(45): 1181-1184

米国4州における2006-2007年のアデノウイルス血清型14(Ad14)に関連した急性
呼吸器疾患に関する報告である。Ad14は稀にしか報告されないが、全ての年齢
層の患者に重症で致死的な呼吸器疾患を起こす可能性がある。2006年5月に
ニューヨーク州で生後12日目の乳児がAd14感染により死亡し、07年3-6月にオ
レゴン州、ワシントン州およびテキサス州で計140名の感染患者が確認された。
これらの患者から新規のAd14変異種が分離された。
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ウイ 感 米国 州における 年 デ ウイ 血清型 ( )に関連した急性ウイ 感 米国 州における 年 デ ウイ 血清型 ( )に関連した急性ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 米国 州における 年 デ ウイ 血清型 ( )に関連した急性ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 米国 州における 年 デ ウイ 血清型 ( )に関連した急性80045 2008/
03/25

71075 ウイルス感
染

J Clin Microbiol 2007; 45:
3008-3014

ヨーロッパでの出血熱は主にPuumalaウイルス（PUUV）またはDobravaウイルス
感染による。ドイツ南東部Lower Bavariaでハンタウイルス感染患者31名につい
て、酵素免疫測定法、免疫蛍光法、免疫ブロット法による診断を行った。標準的
検査による抗体のPUUV特異的タイピングができない症例が2、3あった。3名の
患者の急性期血清から得たPUUV RNAをRT-PCR を用いて増幅したところ、同
地域で捕獲したハタネズミ から得たウイルス配列と非常に近縁であることが明ら
かとなった。

ウイ 感 パ 出血熱は主に ウイ （ ）または ウイウイ 感 パ 出血熱は主に ウイ （ ）または ウイウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 パ 出血熱は主に ウイ （ ）または ウイウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じ80048 2008/
03/25

71078 ウイルス感
染

J Med Virol 2008; 80:
365-371

定期的に輸血を受けるサラセミア患者で、Torque Teno virus (TTV)の有無を調
べたところ、2-20歳の患者の約10%（118名中12名）がTTV陰性であった。フェリチ
ン、ASTおよびALT値はTTV陽性群より陰性群の方が低かった。TTV-HCV共感
染群ではフェリチンおよびALT値がTTV単独感染群より高かった。輸血による高
頻度かつ継続的なTTV感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関するこ
とが示唆された。
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ウイ 感 定期的に輸血を受けるサ セ 患者 ( ) 有無を調ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 定期的に輸血を受けるサ セ 患者 ( ) 有無を調ウイ 感 に同じウイ 感 定期的に輸血を受けるサ セ 患者 ( ) 有無を調ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じ
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71075 ウイルス感
染

ProMED-
mail20070930.3228

オーストラリアQueensland州で蚊が異常発生し、ロスリバーウイルスが拡大して
いる。通常は北部の熱帯地域で優勢であるが、Brisbane南部における過去4週
間の感染者数は、昨年（2006年）同時期のほぼ450%である。Queensland保健局
の発表によると、過去4週間に報告された感染者数は93例であった。

ウイ 感 オ ト リ 州 蚊が異常発生し リバ ウイ が拡大しウイ 感 オ ト リ 州 蚊が異常発生し リバ ウイ が拡大しウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 オ ト リ 州 蚊が異常発生し リバ ウイ が拡大しウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じ80059 2008/
04/22

80083 ウイルス感
染

ProMED-
mail20080218.0645

2008年1月21日、Braziliaで32歳の男性が黄熱のため死亡した。これは、ブラジ
ルにおける15人目の黄熱死亡患者である。Mato Grossoでも1名の感染と死亡が
確認された。パラグアイ保健当局は首都Asuncionの病院で集中治療を受けてい
た39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発表した。同国ではこれまでに、少
なくとも6名が黄熱によって死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に
殺到している。
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ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 年 月 歳 男性が黄熱 ため死亡した れは ブ ジウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 年 月 歳 男性が黄熱 ため死亡した れは ブ ジ80045 2008/
03/25

71075 ウイルス感
染

Transfusion 2007; 47:
1972-1983

供血者血漿検体中のサイトメガロウイルス(CMV) DNA陽性率を検討した。過去
にCMV血清陰性で初めて抗CMV IgG陽性を示した供血者82名の血漿検体44%
が反復的にCMV DNA陽性であった。1年以上血清反応陽性または血清反応陰
性供血者はいずれもCMV DNA陰性であった。白血球除去の実施にもかかわら
ず、新規血清反応陽性供血者のウイルス血症は輸血伝搬性CMVの残存リスク
の重要な原因と考えられる。
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ウイ 感 供血者血漿検体中 サイトメガ ウイ ( ) 陽性率を検討した 過去ウイ 感 供血者血漿検体中 サイトメガ ウイ ( ) 陽性率を検討した 過去ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 供血者血漿検体中 サイトメガ ウイ ( ) 陽性率を検討した 過去ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 供血者血漿検体中 サイトメガ ウイ ( ) 陽性率を検討した 過去80045 2008/
03/25

71075 ウイルス性
脳炎

Neurology 2007; 69: 156-
165

同種造血幹細胞移植（HSCT）後に急性大脳辺縁系脳炎を発症した患者9名の
臨床、EEG、MRI、ならびに臨床検査特性を調べた。患者は、順行性健忘、不適
切な抗利尿ホルモン分泌症候群、軽度CSF多球症、一時的なEEG異常を特徴と
した。MRIでは、T2、FLAIR、DWI画像にて、鈎、扁桃体、内側嗅領、海馬領域内
に高信号域を認めた。PCRを用いた初回腰椎穿刺CSFの検査では9名中6名が
HHV6陽性であり、同脳炎はHHV6と関連がある可能性が示唆された。

ウイ 性 同種造血幹細胞移植（ ）後に急性大脳辺縁系脳炎を発症した患者 名80069 2008/
04/24

80108 ウエストナイ
ルウイルス

J Med Virol 2008; 80:
557-563

中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス(WNV)の潜在的脅威を調べた。
ドイツ人供血者14437名由来の検体中0.03%が抗WNV陽性であった。ドイツ人
9976名由来の検体をWNV NAT法を用いてWNV-RNAの有無を調べた結果、全
て陰性であった。米国由来血漿プールではWNV-RNAがしばしば検出されたが、
ヨーロッパやアジア由来のプールからは検出されなかった。また、血漿製剤製造
過程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証されることが明らかと
なった。
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ウ トナイ に同じウ トナイ に同じウ トナイ 中央 パにおけるウ トナイ ウイ ( ) 潜在的脅威を調べたウ トナイ に同じウ トナイ 中央 パにおけるウ トナイ ウイ ( ) 潜在的脅威を調べたウ トナイ に同じウ トナイ に同じウ トナイ に同じ80045 2008/
03/25

71075 ウエストナイ
ルウイルス

The New York Times
2007年7月26日

米国におけるウエストナイルウイルス症例数は1年前の約4倍であり、大流行が
おこる可能性があると政府研究者が報告している。昨年は米国で4,269症例が報
告され、この中には1,495例の脳症が含まれ、177人が死亡した。今年はこれまで
122症例が報告され、カリフォルニア州と南北ダコタ州で最も多いが、昨年の同
時期は33例のみであった。今年は既に脳症が42例および死亡が3例ある。

ウ トナイ 米国におけるウ トナイ ウイ 症例数は 年前 約 倍 あり 大流行が80045 2008/
03/25

71075 ウエストナイ
ルウイルス

第144回日本獣医学会学
術集会 2007年9月2-4日

近い将来、日本にも侵入する可能性があるため、日本産蚊の室内継代株を用い
てウエストナイルウイルス増殖・媒介能を調べた。アカイエカ、ヒトスジシマカ、オ
オクロヤブカでウイルス注入実験を、アカイエカ、ヒトスジシマカで吸血実験をし
たところ、全種類の蚊においてウイルスの増殖が観察された。媒介試験では、ア
カイエカ注入、吸血両群、ヒトスジシマカ2系統の注入群、1系統の吸血群では供
試したすべてのマウスが12日以内に死亡し、死亡したマウスからはWNV が検出
された。

ウ トナイ 第 回 本獣医学会学 近 将来 本にも侵入する 能性があるため 本産蚊 室内継代株を用ウ トナイ 第 回 本獣医学会学 近 将来 本にも侵入する 能性があるため 本産蚊 室内継代株を用ウ トナイ 第 回 本獣医学会学 に同じ80030 2008/
03/12

70993 エボラ出血 CDC 2008年1月8日 CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガンダ西部に位置する
Bundibugyo地区におけるエボラ出血熱のアウトブレイクを報告した。2008年1月3
日までに148人が罹患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析により、既知
の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイルス株である可能性が示唆され
た。確定には更なる研究が必要である。

ボ 出血 年 月 に同じボ 出血 年 月 とウガ ダ保健省は 年 月から始ま たウガ ダ西部に位置するボ 出血 年 月 に同じボ 出血 年 月 に同じボ 出血 年 月 に同じボ 出血 年 月 とウガ ダ保健省は 年 月から始ま たウガ ダ西部に位置するボ 出血 年 月 とウガ ダ保健省は 年 月から始ま たウガ ダ西部に位置するボ 出血 年 月 とウガ ダ保健省は 年 月から始ま たウガ ダ西部に位置する80045 2008/
03/25

71075 エボラ出血 ProMED-
mail20071130.3869

保健当局は、ウガンダ西部において16名が死亡し、他に50人が罹患したエボラ
ウイルスは、新規の株であると2007年11月30日に発表した。最初の症例はコン
ゴ民主共和国と国境を接するBundibugyo地区において11月10日に報告された。
この株では出血はあまり見られず、患者は高熱の後、死亡する。
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ボ 出血 保健当局は ウガ ダ西部にお 人が死亡し 他に 人が罹患した ボボ 出血 保健当局は ウガ ダ西部にお 名が死亡し 他に 人が罹患した ボボ 出血 に同じボ 出血 に同じボ 出血 保健当局は ウガ ダ西部にお 名が死亡し 他に 人が罹患した ボボ 出血 に同じボ 出血 に同じボ 出血 に同じボ 出血 保健当局は ウガ ダ西部にお 名が死亡し 他に 人が罹患した ボ
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